
クラウドやSNSがビジネスのインフラとして定着した現在、企業を守る従来の「ネットワークの境界」は実質的に崩壊しました。今、
企業を脅かす最大のサイバー脅威は、自社システムへの直接的なハッキングではありません。お客様が企業に寄せる「ブランドへの信頼」
を逆手に取った「なりすまし」と「不正利用」です。

事実、国内のフィッシング報告件数は2020年の約22万件から、2025年には約245万件（約11倍）へと驚異的なペースで激増していま
す※1。 2026年現在、攻撃者は生成AIを駆使して極めて巧妙な詐欺コンテンツを大量生産し、メールやSNSなどあらゆる経路（マル
チチャネル）からお客様を直接狙っています。もはや「自社システムの防御」だけでは、企業のブランドと収益を守り切れない時代
に突入しているのです。

AIで高度化・産業化するブランド価値の毀損リスクに対して、防衛側も最先端AIとグローバルな可視性を備えた多層的防御戦略が不
可欠です。 Akamaiが提唱する「3つの防壁」は、攻撃ライフサイクルを全方位で断ち切ります。

結論として、 これらのソリューションで顧客接点を包括的に保護することこそが、生成AI時代のサイバー脅威からビジネスの収益基
盤を守り、最も重要な資産である「ブランドへの信頼」を維持するための最善の戦略的選択となります。

エグゼクティブサマリー

Account Protector Content Protector Brand Guardian

ユーザーのデバイスの傾きやタイピン
グ等の「ふるまい生体認証」などを
リアルタイムに分析し、流出した認
証情報を使った自動ボットの不正ログ
インや第三者によるアカウント乗っ取
りを水際で阻止します。

人間の挙動を模倣する悪質なスクレイ
パーボットをエッジで正確に識別・ブ
ロックし、価格情報の盗用や買い占
めからデジタル資産を守ります。

 オープンウェブ、SNS、アプリスト
アを24時間監視し、精巧な偽サイト・
偽アカウント・偽アプリを検知しま
す。テイクダウン（閉鎖）申請を自
動化し、ユーザーが偽情報に惑わさ
れたり、個人情報が漏えいしたりす
るリスクを低減します。

サイト内アカウント保護
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サイト内コンテンツ保護 サイト外ブランド保護

自社システムの外側で激増する 「ブランドの悪用」背景と現状

自社ブランドへの脅威を放置することは、以下の深刻な経営リスクに直結します。

ブランドとLTVの喪失
 被害者の52%が企業への信頼を完全に失い、
将来の収益基盤が消滅

CS部門の機能不全
偽サイトに関する苦情が殺到し、正規顧客への
対応遅延（人的DDoS状態）を引き起こす

脅威がもたらす重大な連鎖的リスク経営課題

Akamai 「3 つの防壁」 による包括的防御解決策と結論

企業ブランドと顧客を保護する 「3 つの防壁」
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